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　スクールカウンセラーによる講話（8/27）～１･２年生 

 
　スクールカウンセラーの松渕聡子先生（岩城中学校にもご勤務されています）をお招きし、１・２

年生を対象にお話をしていただきました。テーマは「ともだちとなかよくするために」です。 

　様々な場面設定において、“自分だったらどんな気持ちになるか”を出し合いながら、同じ場面で

あっても、人によっていろいろな感じ方があることを実感していました。そして、どんな感じ方（気

 持ち）にもよい・わるいはないのだということを教えていただきました。

　うれしい気持ちも嫌な気持ちも、上手に伝えられるようになって、今よりもっともっと「友だちと

 仲良く」つきあっていけるようになってほしいと思います。

 

 

 

 

 

 

 

 

                           　　　    【講話のようす】 

 

　枝豆を食べました！（8/27）～３年生 

 
　３年生が畑に植えていた枝豆の実が充分に膨らんでいたため、この日の朝に収穫しました。取れた

ての枝豆をすぐに茹で、早速みんなで食べました。「おいしい！」「最高！」…みんなが大喜びで豆を

頬張っていました。ほとんどの子が“おかわり”し、枝豆はあっという間になくなりました。私も仲

 間に入れてもらいましたが、とてもおいしく、豆を口に運ぶ手がだんだん速くなっていきました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 　【食欲をそそる香りが…】　　　      　 　　【みんなでおいしく楽しく】

 

 　６年生の修学旅行（9/3～4）、５年生の乗船体験（9/7）、宿泊体験学習（9/17～18）などが近づ

 いてきています。物の準備も身体の準備もしっかり整えて、当日をむかえてほしいと思います。

 

　いのちをまもる　　われをみがく　　きづいてうごく　


